
フレームワーク作成道中 MVC編 アドヴァ
ンス (笑) Vol 1.0

古庄 道明

1 アドヴァンスに向けて

MVCの基本は以前書きましたが。それだけであれば、ぶっちゃけそんな
に「うまうま」ってほどでもなかったりします。

んじゃぁ使えないのかってぇとンなこたぁなくて。

アドヴァンスでは、本当に「うまうま」な部分にちょっと切り込んでいこ

うかと思います。

2 遷移先 複数あると 面倒だ

時々…っていうかしょっちゅうなのですが。一つの formで「押したボタン
ごとに遷移先変えたい」とかって要求ありませんか？

「削除」と「修正」とかよくあるですよねぇ。他にも色々ありそうですが。

そんなときこんなとき。普段だとどーゆーコーディングするかっていうと、

大抵は一つのModelのなかで if文で分岐したりして、結構長いソースになり
ませんか？
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¶ ³
class model_hogehoge extends model_base {

function execute()
{

// 前処理

// 判定
if (遷移先がこっちなら) {
こっちの処理

} else
if (遷移先があっちなら) {
あっちの処理

} else
if (遷移先がそこなら) {
そこの処理

} else
if (遷移先がここなら) {
ここの処理

} else {
どこの処理？

}

// 後処理
}

} // end of class
µ ´
コメントだけだからいいですが、実際にはかな～～りわけのわかんないソー

スになりますっていうかそんな長いソースはいやです。

長いのは抜け始めてわかる髪だけでいいですから。

おいといて。

こんなときに。ちょっとだけ、こんな風に人は考えます。
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¶ ³
class model_hogehoge extends model_base {

function execute()
{

// 前処理

// 判定
if (遷移先がこっちなら) {

$class_name = こっちの処理クラス;
} else
if (遷移先があっちなら) {

$class_name = あっちの処理クラス;
} else
if (遷移先がそこなら) {

$class_name = そこの処理クラス;
} else
if (遷移先がここなら) {

$class_name = ここの処理クラス;
} else {

$class_name = どこの処理？クラス;
}

// とにかく処理！！
$obj = new $class_name;
$obj->execute();

// 後処理
}

} // end of class
µ ´
すばらしいこれなら見通しがよいです……………あれ？

んとね。modelクラスは、実はその中に色々情報があるので。で、そいつを
controllerが色々と下準備後処理してくれるからこその「楽が出来るmodel」
なので。

…ダメですこれだとうまくいきません。せっかくいいアイデアなのにアイ

デア倒れです行き倒れです息にはビオレです。

…であきらめたら人間進歩がありません！！

そうだ。これならどうでしょう？
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¶ ³
class model_hogehoge extends model_base {

function execute()
{

// 前処理

// 判定
if (遷移先がこっちなら) {

$class_name = こっちの処理クラス;
} else
if (遷移先があっちなら) {

$class_name = あっちの処理クラス;
} else
if (遷移先がそこなら) {

$class_name = そこの処理クラス;
} else
if (遷移先がここなら) {

$class_name = ここの処理クラス;
} else {

$class_name = どこの処理？クラス;
}

// とにかく処理！！ …のクラス名を controllerに依頼する
$this->controllerに依頼 ($class_name);

// 後処理
}

} // end of class
µ ´
はいぢつはこれで OKなんです。案外にシンプルでしょ？
後は、controllerが処理をしてくれる…はづです。っていうかそーゆー風に
作りこめば OKです。
こういう風にすることで、

• fromから叩かれた時に、情報に従って処理担当のmodelクラス名を決
定するmodel：振り分け君

• 実際に処理を行うmodel：実処理君

と、別々にプログラムを作成することが出来ます。こうすることで見通し

とかよくなるでしょ？

こういうのを、「再帰処理」とかっていいます。

ちなみに、筆者が作っているMagicWeaponというフレームワークの場合、¶ ³
/* 振り分け依頼をする */
// 再帰処理することを宣言する
$this->recursive_on();
// 再帰処理で動かしたいクラス名 (コマンド名)を伝えておく
$this->set_recursive_command($class_name);

// 次の処理に移るために制御を controllerに戻す
return true;

µ ´
という書式で、controllerに連絡が出来ます。
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この方法を使えば、１画面からどんだけ大量の分岐があっても、わりとへっ

ちゃらです。

3 ちょっとまて ログイン処理が 面倒だ

さてさて。ユーザログインの Top Pageってのがあります。
まぁよくあるパターンなのですが………ぢつはこれが結構に面倒だったり

します。

Top Pageは、どう冷静に考えても

• ログイン Pageからログイン処理をして遷移

• 他の Pageから認証処理を経て遷移

の２パターンがあるのです。

もちろん「同じ Top Pageを出力するプログラムを違うmodelクラスに二
重に書く」方法がないわけではないのですが…嫌ですよねぇ？

ここでも、前項ででてきた「再帰処理」が役に立つんですねぇ。

ちょっとざっくりとコードを書いてみます。

まずはログイン用。¶ ³
class login extends base_model
{

function execute()
{

// ログイン処理
//
if (ログイン処理が NGなら) {
$this->set_body(エラー用の文言);

} else {
// ログイン処理が OKなら
$this->recursive_on();
$this->set_recursive_command(top page 出力用コマンド

名);
}
//
return true;

}

} // end of class
µ ´
続いて「他 Pageからの遷移用」
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¶ ³
class any_to_top extends base_model
{

function execute()
{

// 認証処理
//
if (認証処理が NGなら) {
$this->set_body(エラー用の文言);

} else {
// 認証処理が OKなら
$this->recursive_on();
$this->set_recursive_command(top page 出力用コマンド

名);
}
//
return true;

}

} // end of class
µ ´
ほ～ら簡単。

これで、あとは「Top Page出力用クラス」をさくりと作ってしまえばもう
終わり。

こうやってお便利に使っていくものです。

3.1 ちなみに認証は…

はい早速ですが、上のこーど、微妙に「うそ」ついてますっていうか無駄

してます。

ログイン系の Pageってほとんどが認証必要ですよね？
そーゆー時は、まずこういうクラスを用意しちゃいます。¶ ³
class base_model_auth extends base_model
{

abstract function execute_auth();

function execute()
{

// 認証処理
//
if (認証処理が NGなら) {
$this->set_body(エラー用の文言);

} else {
// 認証処理が OKなら
$this->execute_auth();

}
//
return true;

}
} // end of class

µ ´
そう。エントリーポイントを「execute」から「execute auth」に変えちゃ

うんです！！
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そうすると、先ほどの「他 Pageから Top Pageへの遷移」プログラムは…¶ ³
class any_to_top extends base_model_auth
{

function execute_auth()
{

// 認証処理が OK「だから」
$this->recursive_on();
$this->set_recursive_command(top page出力用コマンド名);

//
return true;

}

} // end of class
µ ´
とまぁ、拍子抜けするほど簡単になっちゃうんですｗ

ポイントは、継承元のクラスの変更と、エントリーポイントの変更。

具体的には extendsが「base model auth」になって、function名が「exe-
cute auth」になってる、って部分。
このささやかな変更だけで、あっというまに「認証が OKにならなきゃこ

のmodelは働きません」が出来上がり！！
こんな風に上手にmodelクラスの継承を設計することで「このメニュー群

だけの処理」とかっていう特別も簡単にどうにか出来ちゃったりします。

これもまた、MVCを1上手につかった、お便利な小ネタになります。

4 きっとまだまだ

きっとまだまだ他にもお便利さんが隠れてるはずｗ

どこかでこっそりネタが増えるかもしれないので…なにかあったら教えて

くださいね ＾^

1特に「Model がクラスである」ことを
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